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物理を研究
するために
生命現象を
選んで
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１９７３年東京大学大学院理
学系研究科博士課程物理学
専攻修了、理学博士。１９７６
年関西学院大学理学部物理
学科専任講師、助教授、教授を
経て２００２年より現職。この
間１９８６～１９８７年米国エー
ル大学分子生物物理学科客員
研究員。おもな研究分野は、タ
ンパク質の折りたたみ、タンパ
ク質工学、タンパク質の分子進
化など。趣味は日曜テニス。

生物物理学の道へ

　物理という学問そのものが好きだっ

た私は、１９６８年、学部卒業が近づく

頃、物理のテーマとして何を研究すべき

か思い悩んだ。素粒子物理や宇宙物理

学の大研究室が身近にあって、それを

選択する道もあったが、生命現象も物

理の研究対象にするという志に共感し

て、生物物理学というマイナーな分野に

身を投じる結果となった。１９６５年に

Oxford大学のPhill ipsがリゾチーム分

子のＸ線結晶構造解析を成功させ、ヘ

モグロビン以外でもタンパク質の構造

解析が可能であることを証明した。

Phill ipsは直後の王立研究所での講演

会でリゾチーム分子の折りたたみ反応

を解明することに強い興味を示した

（写真）。しかし、１９７０年に博士課程

に入学した私自身の研究は華やかな世

界とは無縁で、古びた物理教室の片隅

で金工や電子回路作製に取り組んでい

たが、「生命現象」からなるべく離れな

いように、学部時代の知識も通用せず

研究室での実験の蓄積もなかったタン

パク質の研究を選び、自作の温度ジャ

ンプ装置による「タンパク質の折りたた

み反応」を博士論文の課題に選んだ。

Phillips博士、Richards先生との
出会い

　１９７８年に京都で開催された国際生

物物理学会で、私のポスターの前に

Phillips博士が突然現れた。その後、彼

の特別講演の中でSegawaの名前を引

用して話して下さったときは緊張と感激

で一杯だった。Phi l l ips博士の親友で

あったYale大学のRichards先生の研究

室に１９８６年から１年間留学できたのも

不思議な縁であったように思う。関学に

帰った１９８７年頃から遺伝子改変した

タンパク質を大腸菌で発現させる実験が

普及し始め、タンパク試料を自分で作製

タンパク質、核酸の物理化学と
生命現象

　１９７６年に関西学院大学・理学部

に職を得て、研究者として生活できる

道を与えられた喜びは忘れることがで

きない。私はひたすらタンパク質の折

りたたみ反応を研究課題として３４年

がたった。これが「生命現象」の研究な

のだろうか、物理学と言えるのだろう

かと自問を繰り返してきた。世界の片

隅で一人の研究者ができることは少な

い。しかし生命科学全般を見渡すと、

この時期、タンパク質や核酸の物理

的、化学的性質を解明することに大き

な力が注がれ、「生命現象」の解明と

深く関連する偉大な発展が相次いだ。

核酸分子の1次構造を化学的に解明

する研究が、核酸塩基配列解読法と

いうとてつも無い大きな成果をもたら

した。自然が作り出した究極の機能分

子であるタンパク質の立体構造の成り

立ちを知りたいという知的好奇心が、

タンパク分子を真空中に飛ばしてその

慣性質量を測定したり、分子内の全プ

ロトンの自転周波数を測定して水中で

の分子構造変化を観測したりする画

期的な測定技術を生み出した。

できることを目指して研究の舵を大きく

生化学の方向に変えた。人工改変タンパ

ク質を作製し、その折りたたみ反応を

NMR分光法によって追跡する研究を開

始した。１９９６年国際学術研究資金を

得たとき、Phillips博士の後継者である

Dobson教授の研究室で私の研究成果

を講演することを迷わず選んだ。

　タンパク質の折りたたみ過程を原子レ

ベルの分解能で詳細に語ることが私の

研究のゴールであった。一時はそれが不

可能な研究目標であると人にも指摘さ

れ、自分でもそう思うことがあった。研究

のゴールは存在しないものであるが、し

かし今は私なりのゴールが見えてきた気

がする。年をとっていろいろなことに決着

をつけたがっているせいかもしれないが。


